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ＳＰＡＣ工法（Steel Plate and Aramidfiber Composite の略）は、柱を鋼板と耐震補強用繊維シート又は鉄筋を用いることによって強度と
靭性が向上することを可能にした工法です。この補強工法を用いると鉄骨ブレースの必要性もなく建物を使用しながら工事を行うことも可能にな
り、住居者の苦情や費用の削減にも寄与しています。
本工法は柱をはじめ梁や壁などに対して補強を施した多数の試験体を用いた実験によって著しい補強効果の発現が検証されてきました。
鉄筋コンクリート造だけでなく鉄骨造などの構造物の耐震補強にも取り組み万能型の補強技術として発展していく工法です。

1 施工手順 / 特徴

SPAC プレートの設置 鋼板段差修正
耐震補強 SPAC 繊維シート張付け SPAC グラウト充填仕上げ

■  鋼板溶接作業が不要または簡易

■  事前の柱採寸・鋼板裁断が不要

■  鋼板厚が薄いため人力で施工可能

■  必要シート量が減少する

■  下地処理が簡易、塵埃の発生少

■  隈角部の面取り作業が不要

低コスト・耐震性に優れた
新しい耐震補強
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既存建築物

2 SPAC 工法の技術評価

第3861079号　2006年 9月 29日

1. 技術評価書の取得

2. 基本特許の成立

3 耐震補強の基本的な考え方

耐震壁増設、壁増し打ち、袖壁増設、鉄骨ブレース増設など

鋼板巻き立て、コンクリート増し打ち、連続繊維補強工法など

強度抵抗補強

強度抵抗型 + 靭性抵抗型

靭性抵抗型補強

破壊形式と靭性能・F 指標

強
度
・
C
指
標

4 補強設計の基本的な考え方

耐
　
力

認 定 機 関

認 定 日

技 術 評 価 事 項

（財）日本建築防災協会

2006年 7月 20日

「SPAC工法設計・施工マニュアル」に示される適用範囲、補強設計法、接合部設計、施工法、部材の
製造法の妥当性

変形態

強度形補強

靭性形補強

要求性能ライン

強度 + 靭性
①
③

②

1.　ブレース等による補強

2.　SPAC S 建防協評価工法

3.　SPAC M 曲げ耐力向上工法
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5 施工工程 Mタイプ

Mタイプ

SPAC
グラウト充填

SPAC
プレート耐震補強

SPAC繊維シート

仕上SPAC
モルタル

軸補強筋
既存柱

SPACグラウト・モルタル
SPACプレート 1.6mm～3.2mm
高張力SPAC鉄筋

耐震補強SPAC繊維シート

柱の断面図
（補強）

■袖壁、腰壁、垂れ壁付き
  （柱面より 250mm 以上の場合）

注）袖壁、腰壁、垂れ壁の寸法（柱面より）
が250mm未満の場合はスリットを切り、
銅板を通して柱を補強する。

■柱の縦断面補強

＊補修の壁、床仕上について
　◯壁仕上げ（耐火被覆含む）は湿式方式（モルタル仕上げ）とする。　
　（＊下地は現状復帰とする。）
　◯床仕上げは特記なき場合はコンクリート直とする。

通しボルト
・接着系アンカー
M16φ

有
効
10
0

有
効
10
0

有
効
10
0

有
効
10
0

床スラブ有
効
10
0

有
効
10
0

有
効
10
0

有
効
10
0

腰壁

袖壁

開口部
垂れ壁

梁

芯
＠
30
0
以
下

芯
＠
30
0
以
下

補強最上階
＠200以下

芯
＠300以下

有
効
10
0

有
効
10
0

有
効
50

有
効
50

SPACグラウト充填

プレートナット

▽RFL

▽2FL

▽1FL

上層部のプレートナットは
スラブまでとする。

スタッドD19
＠150以下または3本以上
（有効埋込み深さは
メーカー仕様による。）

タテ筋　D13＠150
フープ筋　D13＠100

捨てコンクリート厚み100

SPACグラウト充填

プレートナット

＊地中部分

※補強中間層

スタッドD19
＠150以下または3本以上
（有効埋込み深さは
メーカー仕様による。）

※補強最上階

スタッドD19
＠150以下または3本以上

芯
＠
15
0
以
下

芯
＠
15
0
以
下

有
効
10
0

有
効
10
0

有
効
10
0

有
効
10
0

耐震補強SPAC繊維シート

SPACプレート
※脱脂後サンドペーパー掛け
または、ボンデ銅板使用

高張力
SPAC鉄筋（補強筋）

＊廊下側の上層部プレートナットの定着長さは 40d とし、プレートナットの一方
向をカットする事を可。また、補強鉄筋が柱、梁に接する事は 15mm のハツリ
を施し、補強鉄筋廻りに10mm以上のグラウトが接着するように施工する。
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5 施工工程 Mタイプ

柱の縦断面図（補強）

クリアランス
30mm程度

クリアランス30mm程度クリアランス30mm程度

クリアランス
30mm程度

耐震補強SPAC
繊維シート

突き合わせ継手
突き合わせ継手

SPACプレート
SPACプレート

端部水平
拘束板

端部水平
拘束板

端部水平
拘束板

端部水平
拘束板

SPAC プレート補強 耐震補強 SPAC 繊維シート貼付け工

Sタイプ

SPAC
グラウト充填

SPAC
プレート耐震補強

SPAC繊維シート

仕上SPAC
モルタル

既存柱

SPAC
グラウト・モルタル

SPACプレート
1.6mm～3.2mm

既存柱

耐震補強
SPAC繊維シート

柱の断面図（補強）

SPACグラウト注入工

注入口（内径19mm以上、長さ50mm程度の鋼製パイプ）

SPACプレート

エア抜き兼確認口
（内径10mm以上、長さ50mm程度の塩ビパイプ等）

既存柱

645程度

645程度

330程度

エア抜き兼確認口

注入口

シール

壁付柱の縦断面図（補強）

垂れ壁

腰壁

壁ボルトまたは
ビス

SPACプレート

貫通ボルトor
後施工アンカー

FB（押え板）
SPAC
グラウト・モルタル

耐震補強
SPAC繊維シート

壁付柱の断面図（補強）
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6 技術資料 実験

低強度　検証実験

低
強
度
　
無
補
強

低
強
度
　
無
補
強

実験前 実験後

低
強
度
　
補
強

低
強
度
　
補
強

実験前 実験後

柱頭柱脚　検証実験

柱
頭
柱
脚
補
強
・
ネ
ジ
節
鉄
筋

柱
頭
柱
脚
補
強
・
ネ
ジ
節
鉄
筋 実験前 実験後

柱
脚
補
強

柱
脚
補
強

実験前 実験後

耐震壁　検証実験

耐
震
壁
　
無
補
強

耐
震
壁
　
無
補
強

実験前 実験後

耐
震
壁
補
強

耐
震
壁
補
強

実験前 実験後

垂れ・腰壁　検証実験

垂
れ
・
腰
壁
　
無
補
強

垂
れ
・
腰
壁
　
無
補
強 実験前 実験後

垂
れ
・
腰
壁
　
補
強

垂
れ
・
腰
壁
　
補
強

実験前 実験後




